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増
え
る
シ
ン
グ
ル
・
シ
ニ
ア

　

　

２
０
１
５
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
制
作
さ
れ
た

映
画
『
幸
せ
な
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
』
は
、妻
を
亡
く
し
、

職
も
失
っ
て
生
き
が
い
を
な
く
し
た
59
歳
の
孤
独

で
い
つ
も
不
機
嫌
な
男
性
オ
ー
ヴ
ェ
を
主
人
公
と

す
る
物
語
で
あ
る
。
似
た
物
語
に
『
カ
ー
ル
じ
い

さ
ん
の
空
飛
ぶ
家
』
と
い
う
２
０
０
９
年
に
ア
メ

リ
カ
で
制
作
さ
れ
た
ア
ニ
メ
が
あ
る
。
風
船
で
家

が
浮
か
ぶ
場
面
を
ご
存
じ
の
方
も
多
い
だ
ろ
う
。

こ
ち
ら
も
妻
を
亡
く
し
た
無
口
で
頑
固
な
78
歳
の

男
性
が
主
人
公
で
あ
る
。

　

こ
の
２
つ
の
映
画
の
共
通
点
は
、
シ
ニ
ア
の
男

性
が
主
人
公
で
あ
る
こ
と
、妻
と
死
別
し
、子
ど
も

も
い
な
か
っ
た
こ
と
、
社
会
か
ら
孤
立
し
て
い
る

こ
と
、
孤
独
な
生
活
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
は

近
所
の
子
ど
も
で
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。

　

私
は
学
生
時
代
か
ら
高
齢
期
の
生
活
に
関
心
を

持
ち
始
め
た
が
、そ
の
き
っ
か
け
は
妻
を
亡
く
し
た

高
齢
男
性
の
一
人
暮
ら
し
の
ご
自
宅
に
１
９
９
６
年

か
ら
３
年
間
ほ
ど
間
借
り
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と

だ
っ
た
。
私
の
実
家
は
東
北
地
方
の
小
さ
な
寺
で

あ
り
、
三
世
代
家
族
の
な
か
で
育
っ
た
。
農
村
部

の
三
世
代
家
族
の
高
齢
者
と
、
都
市
部
の
一
人
暮

ら
し
シ
ニ
ア
の
生
活
の
違
い
に
驚
い
た
こ
と
を
憶

え
て
い
る
。
間
借
り
し
て
い
た
家
の
大
家
さ
ん
に

に
と
っ
て
、
私
は
映
画
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
近
所

の
子
ど
も
」
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、

残
念
な
が
ら
10
年
以
上
前
に
家
の
な
か
で
孤
独
死

さ
れ
た
と
連
絡
を
受
け
、
墓
前
に
手
を
合
わ
せ
た
。

　

高
齢
期
の
シ
ン
グ
ル
化
は
ど
の
程
度
進
ん
で
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
１
９
５
０
年
と
２
０
１
５
年
の

国
勢
調
査
か
ら
婚
姻
状
態
別
に
各
年
齢
層
の
人
口

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
作
成
し
た
も
の
が【
図
１
】で
あ
る
。

　

こ
の
65
年
間
で
日
本
が
い
か
に
高
齢
化
し
た
の

か
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、
１
９
７
０
年
以
降
継

続
し
て
進
ん
で
い
る
晩
婚
化
・
未
婚
化
の
影
響
を

受
け
、
未
婚
者
層
が
高
齢
期
に
食
い
込
ん
で
い
る

状
況
が
把
握
で
き
る
。
ま
た
、
離
婚
率
の
高
ま
り

を
受
け
、
離
別
層
も
一
定
の
割
合
で
存
在
し
て
い

る
。
中
高
年
層
に
お
け
る
有
配
偶
の
割
合
は
多
い

も
の
の
、
高
齢
者
の
既
婚
し
た
子
と
の
同
居
率
の

低
下
や
、未
婚
層
・
離
別
層
の
増
加
に
よ
り
、
高

齢
シ
ン
グ
ル
や
そ
の
予
備
軍
（
夫
婦
の
み
世
帯
な

ど
）
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の「
個
人
化
」の
傾
向

は
今
後
も
続
き
そ
う
で
あ
る
。

高
齢
期
に
誰
と
一
緒
に
暮
ら
す
と

幸
せ
？

　

私
が
勤
務
す
る
大
阪
商
業
大
学
に
は
、
文
部
科

学
大
臣
が
認
定
し
た
共
同
研
究
拠
点
で
あ
る
「
Ｊ

Ｇ
Ｓ
Ｓ
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
は
日
本
版
総
合
的
社
会
調
査
の
略
称
で

あ
る
が
、
シ
カ
ゴ
大
学
の
総
合
的
社
会
調
査
を
範

と
し
て
２
０
０
０
年
か
ら
お
お
よ
そ
隔
年
で
大
規

模
な
社
会
調
査
を
実
施
し
、
20
～
89
歳
の
日
本
人

を
対
象
に
、
様
々
な
意
識
や
行
動
の
変
化
を
調
査

し
て
い
る
。
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
の
デ
ー
タ
は
日
本
の
社
会

科
学
の
分
野
で
最
も
利
用
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
の

一
つ
で
あ
る
。
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
や
関
連
調
査
を
活
用
し

な
が
ら
日
本
の
シ
ニ
ア
期
の
人
間
関
係
の
特
徴
を

第　  回3

［ししど・くにあき］ 1977年宮城県丸森町生まれ。同志社大学大学院博士後期課程修了。南京大学客員教授。博士（社会学）。著書に『高齢期のクオリティ・
オブ・ライフ』（晃洋書房）、『データで見る東アジアの社会的ネットワークと社会関係資本』（ナカニシヤ出版）などがある。

宍戸 邦章大阪商業大学 公共学部 公共学科 教授

〝つながる力〟
――シニア期の人間関係
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４
・
１
前
後
で
あ
り
、
高
い
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

夫
婦
の
み
の
世
帯（
本
人
+
配
偶
者
）も
男
女
と
も

４
・
０
前
後
の
幸
福
度
を
示
し
て
い
る
。
幸
福
度
の

男
女
差
が
目
立
つ
の
は
、
左
端
か
ら
３
つ
の
パ
タ
ー

ン
で
あ
り
、配
偶
者
が
い
な
い
点
で
共
通
し
て
い
る
。

配
偶
者
が
い
な
い
こ
と
は
男
性
の
幸
福
度
を
大
き

く
引
き
下
げ
る
要
因
に
な
っ
て
お
り
、
男
性
の
一
人

暮
ら
し
に
お
い
て
幸
福
度
が
最
も
低
い
。
女
性
で

は
世
帯
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
幸
福
度
の
バ
ラ
つ
き
が

男
性
よ
り
小
さ
い
が
、子
の
配
偶
者
が
含
ま
れ
な
い

パ
タ
ー
ン
、す
な
わ
ち
、子
ど
も
が
未
婚
の
ま
ま
同

居
し
続
け
て
い
た
り
、
子
ど
も
が
離
婚
し
て
親
元

に
戻
っ
て
い
た
り
す
る
よ
う
な
場
合
が
想
定
で
き

る
が
、
幸
福
度
が
若
干
低
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
デ
ー
タ
は
60
～
89
歳
の
男

女
に
限
定
し
て
い
る
（
高
齢
男
性
３
９
４
３
人
、

高
齢
女
性
４
８
３
４
人
）。
世
帯
の
メ
ン
バ
ー
は
高

齢
期
で
同
居
し
や
す
い
配
偶
者
、子
、子
の
配
偶
者
、

孫
の
４
つ
の
続
柄
に
限
定
し
、
出
現
頻
度
の
高
い

８
パ
タ
ー
ン
を
提
示
し
て
い
る
。
幸
福
度
は
「
あ

な
た
は
、現
在
幸
せ
で
す
か
？
」に
対
す
る
回
答
を
、

「
１
：
不
幸
せ
」
か
ら
「
５
：
幸
せ
」
ま
で
尋
ね
た

も
の
の
平
均
値
で
あ
る
。

　

４
つ
の
続
柄
が
す
べ
て
そ
ろ
っ
て
い
る
右
端
の
三

世
代
家
族
の
パ
タ
ー
ン
（
本
人
+
配
偶
者
+
子

+
子
の
配
偶
者
+
孫
）
は
、
男
女
と
も
幸
福
度
が

【図１】婚姻状態別人口ピラミッド

【図２】世帯のメンバーと幸福度（60～89歳）

本
人
+
配
偶
者
+
子
+

子
の
配
偶
者
+
孫

本
人
+
配
偶
者
+
子
+

子
の
配
偶
者

本
人
+
配
偶
者
+
子
+

孫本
人
+
配
偶
者
+
子

本
人
+
配
偶
者

本
人
+
子
+

子
の
配
偶
者
+
孫

本
人
+
子

本
人

4.5
4.3
4.1
3.9
3.7
3.5
3.3
3.1
2.9
2.7
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把
握
し
て
み
よ
う
。

　

家
族
関
係
は
高
齢
期
の
生
活
を
考
え
る
上
で
、

最
も
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
。「
サ
ザ
エ
さ
ん
」

や
「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
」
の
よ
う
な
老
親
と
子

ど
も
夫
婦
が
同
居
す
る
直
系
家
族
の
伝
統
は
大
き

く
衰
退
し
、
一
人
暮
ら
し
、
夫
婦
の
み
の
暮
ら
し
、

未
婚
の
子
と
の
同
居
継
続
と
い
っ
た
多
様
な
世
帯

形
態
が
高
齢
期
に
出
現
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

シ
ニ
ア
期
の
世
帯
の
メ
ン
バ
ー
と
幸
福
度
の
関
係

に
つ
い
て
把
握
し
て
み
よ
う
。

　
【
図
２
】
は
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、

世
帯
の
メ
ン
バ
ー
と
幸
福
度
の
関
係
を
男
女
別
に

出典：『JGSS累積データ 2000～2018』より作成
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シ
ニ
ア
の
居
場
所
と
友
人
関
係

　

日
本
の
シ
ニ
ア
の
家
族
以
外
の
人
間
関
係
に
も

目
を
向
け
て
み
よ
う
。
日
本
経
済
新
聞
社
・
産
業

地
域
研
究
所
は
２
０
１
３
年
に
首
都
圏
の
シ
ニ
ア

に
「
自
宅
以
外
で
定
期
的
に
行
く
居
場
所
」
を
尋

ね
て
い
る
。
男
女
と
も「
図
書
館
」（
男
性
27・５
%
、

女
性
29
・
４
％
）
の
回
答
が
多
い
が
、
男
性
で
は

２
番
目
に
多
い
の
が
「
見
つ
か
ら
な
い
／
特
に
な

い
」（
23
・
２
%
）
で
あ
り
、
３
番
目
が
「
公
園
」

（
16・９
％
）で
あ
る
。
女
性
が「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

（
24
・
０
％
）
や
「
親
族
の
家
」（
21
・
８
％
）、「
友

人
の
家
」（
20
・
９
％
）、「
お
気
に
入
り
の
カ
フ
ェ
」

（
12
・
１
％
）
な
ど
の
回
答
割
合
が
高
い
の
に
対
し

て
、
男
性
シ
ニ
ア
の
「
居
場
所
の
な
さ
」
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
る
結
果
で
あ
る
。

　

Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
で
は
「
友
人
と
の
会
食
や
集
ま
り
」

の
頻
度
を
測
定
し
て
い
る
。
２
０
０
０
年
代
と
２

０
1
０
年
代
で
時
期
を
区
分
し
、
性
別
・
年
齢
層

別
に
集
ま
り
の
頻
度
を
示
し
た
も
の
が
【
図
３
】

で
あ
る
。
男
女
と
も
高
齢
に
な
る
に
つ
れ
て
友
人

と
会
う
頻
度
は
低
下
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、

低
下
が
明
確
な
の
は
男
性
の
ほ
う
で
あ
る
。「
月
に

１
回
」
以
上
会
う
割
合
は
、
高
齢
男
性
で
４
割
に

達
し
な
い
。
ま
た
、
男
性
の
デ
ー
タ
で
は
、
00
年

代
よ
り
も
10
年
代
に
お
い
て
交
流
の
頻
度
が
低
下

し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。友
人
と
の
交
流
頻
度
が
低

い
の
は
高
齢
男
性
で
あ
る
。

　
２
０
１
５
年
に
内
閣
府
が
実
施
し
た
「
高
齢
者
の

生
活
と
意
識
に
関
す
る
国
際
比
較
調
査
」
で
は
同

居
の
家
族
以
外
に
頼
れ
る
人
が
い
る
か
質
問
し
て
い

る
。
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
４
カ
国
を
比
較
す
る
と
、
日
本
で
は
「
友
人
」
や

「
近
所
の
人
」
を
挙
げ
る
割
合
が
明
ら
か
に
低
い
。

高
齢
者
の
近
所
付
き
合
い
を
国
際
比
較
す
る
と
、

日
本
の
高
齢
者
で
は
、「
外
で
ち
ょ
っ
と
立
ち
話
を

す
る
程
度
」
や
「
物
の
や
り
と
り
」
が
多
い
傾
向
に

あ
り
、
相
談
し
あ
っ
た
り
、
食
事
を
一
緒
に
し
た
り

す
る
よ
う
な
親
密
度
の
高
い
付
き
合
い
は
少
な
い
。

日
韓
中
台
の
東
ア
ジ
ア
内
で
の
国
際
比
較
調
査
（
Ｅ

Ａ
Ｓ
Ｓ
）
で
も
同
様
の
傾
向
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

内
閣
府
「
高
齢
者
の
地
域
社
会
へ
の
参
加
に
関

す
る
意
識
調
査
」な
ど
の
結
果
を
見
て
も
、
日
本
の

近
所
づ
き
あ
い
の
程
度
は
近
年
に
な
る
ほ
ど
低
下

し
て
お
り（「
親
し
く
付
き
合
っ
て
い
る
」の
割
合
は

１
９
８
８
年
64
%
→
２
０
１
４
年
32
％
）、
日
本
は

過
去
と
比
較
し
て
も
、
国
際
比
較
調
査
に
お
い
て

も
、
家
族
以
外
の
他
者
と
の
交
流
が
疎
遠
で
あ
る
。

個
人
化
す
る
高
齢
期
を

ど
う
生
き
る
か
？

　

２
０
２
０
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り

多
く
の
シ
ニ
ア
が
自
宅
に
閉
じ
こ
も
っ
た
こ
と
で
、

介
護
状
態
の
一
つ
手
前
の
段
階
の
「
フ
レ
イ
ル
（
加

齢
に
よ
る
心
身
の
虚
弱
）」
に
な
る
人
が
増
え
た
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
フ
レ
イ
ル
は
生
活
の

広
が
り
や
人
と
の
つ
な
が
り
の
低
下
が
見
ら
れ
る

社
会
性
の
フ
レ
イ
ル
か
ら
始
ま
り
、進
行
し
て
い
く
。

　

集
団
に
参
加
し
、
他
者
と
つ
な
が
り
、
役
割
を

持
つ
こ
と
は
心
身
の
健
康
に
よ
い
影
響
を
も
た
ら

す
こ
と
が
多
く
の
研
究
か
ら
検
証
さ
れ
て
い
る
。

社
会
参
加
が
多
く
、
ソ
ー
シ
ャ
ル・キ
ャ
ピ
タ
ル
（
社

会
関
係
資
本
）
が
豊
か
な
地
域
で
は
、
う
つ
や
認
知

症
、
要
介
護
に
な
る
リ
ス
ク
が
低
下
す
る
。
社
会
的

孤
立
が
心
身
の
健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
、

よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
居
者
以
外
と
の

【図３】友人との会食や集まりの頻度
■まったくしていない ■年に１回程度 ■年に数回 ■月に１回程度 ■週に１回程度 ■週に数回 ■ほぼ毎日
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男　性 女　性

（％）

出典：『JGSS累積データ 2000～2018』より作成
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交
流
頻
度
が
週
１
回
未
満
の
場
合
に
健
康
悪
化
の

リ
ス
ク
が
有
意
に
高
ま
る
こ
と
、
孤
立
状
態
は
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
の
乏
し
さ
や
生
活
満
足
度
の

低
さ
、
孤
独
感
・
抑
う
つ
傾
向
と
の
関
連
が
明
確
で

あ
り
、
自
殺
や
健
康
寿
命
の
喪
失
に
つ
な
が
る
。

　
「
個
人
化
」
に
は
自
由
や
個
々
人
の
選
択
の
重
視

な
ど
よ
い
側
面
も
あ
る
が
、
日
本
の
場
合
で
は
孤
立

や
公
的
な
問
題
へ
の
無
関
心
（
私
生
活
化
）
な
ど
、

負
の
側
面
が
強
く
出
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
各

種
の
デ
ー
タ
を
見
る
限
り
、
日
本
人
の
人
間
関
係
は

「
小
家
族
主
義
」
と
い
う
配
偶
者
や
親
子
程
度
の
範

囲
内
で
し
か
親
密
な
関
係
性
を
形
成
で
き
な
い
状

況
が
続
い
て
お
り
、
シ
ン
グ
ル
化
し
て
い
く
時
代
に

家
族
に
依
存
し
続
け
る
閉
塞
感
を
感
じ
て
し
ま
う
。

　

２
０
１
８
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
世
界
一
孤
独
な

日
本
の
オ
ジ
サ
ン
』（
岡
本
純
子
）
の
な
か
で
は
、

「
孤
独
な
人
に
誰
か
と
つ
な
が
れ
、
と
い
う
の
は
、

肥
満
な
人
に
、
た
だ
『
や
せ
ろ
』
と
い
う
の
と
同

じ
よ
う
に
効
果
が
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
通
り
で
あ
る
。
個
人
化
す
る
社
会
の
な
か
で
、

シ
ニ
ア
期
に
ど
う
他
者
と
「
つ
な
が
る
」
こ
と
が

可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。
お
お
ま
か
に
個
人
の
レ
ベ
ル

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
レ
ベ
ル
に
分
け
て
考
え
た
い
。

●
シ
ニ
ア
期
の
生
活
へ
の
想
像
力

　

個
人
の
レ
ベ
ル
で
は
、
中
年
期
に
自
身
の
人
間

関
係
を
振
り
返
り
、
シ
ニ
ア
期
に
孤
立
す
る
可
能

性
が
ど
の
程
度
あ
る
の
か
検
討
す
る
機
会
が
必
要

で
あ
る
。
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
ず
、
誰
か
ら
も
必
要

と
さ
れ
な
い
シ
ニ
ア
期
を
生
き
る
の
は
辛
い
。

現
役
時
代
か
ら
シ
ニ
ア
期
の
生
活
へ
の
想
像
力
を

豊
か
に
し
て
お
き
た
い
。

　

シ
ニ
ア
期
に
孤
立
し
や
す
い
人
は
、
現
役
時
代

か
ら
会
社
内
の
表
面
的
な
人
間
関
係
で
や
り
過
ご

し
て
い
た
だ
け
で
、
実
は
孤
立
し
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
妻
の
存
在
に
助
け
ら
れ
て
い
る
夫
は

多
い
が
、
妻
の
存
在
に
依
存
し
す
ぎ
る
の
も
危
険

だ
ろ
う
。
国
際
比
較
で
は
、
日
本
の
男
性
は
家
事

を
し
な
い
こ
と
で
有
名
だ
が
、
家
事
を
分
担
し
て

夫
妻
が
関
係
的
に
自
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
『
老
い
の
泉
』
の
ベ
テ
ィ
・
フ
リ
ー
ダ
ン
や
『
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
心
理
学
』
の
ダ
ニ
エ
ル
・
レ
ビ

ン
ソ
ン
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
シ
ニ
ア
期
に
は
一

個
人
の
な
か
で
男
性
性
と
女
性
性
を
調
和
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
だ
。
男
性
は
「
女
性
ら
し
さ
」
を
、

女
性
は
「
男
性
ら
し
さ
」
を
自
分
の
な
か
に
再
発

見
し
た
い
。
日
本
の
「
男
ら
し
さ
」
＝
「
感
情
を

表
に
出
さ
な
い
、助
け
を
求
め
な
い
、
競
争
に
よ
る

勝
ち
負
け
の
重
視
な
ど
」は
孤
立
の
元
凶
で
あ
り
、

再
考
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。

●
「
終
活
」
よ
り
「
集
活
」

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
レ
ベ
ル
で
は
、
現
代
の
シ
ニ

ア
の
関
心
に
合
っ
た
集
団
の
形
成
が
最
も
重
要
で

あ
る
。「
終
活
」で
は
な
く
、「
集
活
」が
必
要
で
あ
る
。

集
団
に
所
属
せ
ず
、
個
々
人
の
関
係
だ
け
で
シ
ニ

ア
期
に
つ
な
が
り
を
維
持
す
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、

定
期
的
に
会
う
用
事
が
な
け
れ
ば
関
係
は
弱
く
な

り
や
す
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
交
流
の

頻
度
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
対
面
接
触
の
頻
度
と
比

例
す
る
関
係
に
あ
る
。
一
度
孤
立
の
度
合
い
が
深

ま
る
と
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
は
難
し
く
な

る
の
で
、
孤
立
す
る
前
の
対
応
が
大
事
で
あ
る
。

　

ど
の
大
学
で
も
、
４
月
の
入
学
式
を
迎
え
る
と
、

数
多
く
の
文
化
サ
ー
ク
ル
や
体
育
会
な
ど
が
ブ
ー
ス

を
設
置
し
て
新
入
生
を
勧
誘
す
る
が
、
シ
ニ
ア
期

に
入
る
人
々
に
も
こ
れ
に
似
た
「
ま
ち
の
仕
組
み
」

が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

シ
ニ
ア
期
の
「
集
活
」
の
担
い
手
に
な
れ
る
組

織
は
、
例
え
ば
、
町
内
会
や
そ
の
下
部
組
織
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
老
人
大
学
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
管
轄
す
る
役
所
の
ま
ち
づ
く
り
部
や
市

民
協
働
室
な
ど
多
様
な
組
織
が
考
え
ら
れ
る
。
ぜ

ひ
縦
割
り
に
せ
ず
に
、
横
串
を
刺
し
て
市
民
の
側

か
ら
見
て
利
用
し
や
す
い
情
報
を
集
約
し
、
提
供

し
て
ほ
し
い
。

　

既
存
の
団
体
や
組
織
を
見
て
も「
興
味
が
な
い
」、

「
行
き
場
が
な
い
」
と
い
う
場
合
は
、
思
い
切
っ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
を
自
分
で
つ
く
る

こ
と
も
お
す
す
め
す
る
。
集
活
で
望
ま
し
い
の
は

下
記
の
条
件
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

①
月
に
１
回
以
上
の
頻
度
で
無
理
な
く
会
え
る

②�

関
心
や
興
味
が
持
て
る
も
の
。
こ
れ
ま
で
の
自
分

の
好
み
や
強
み
と
何
ら
か
の
連
続
性
が
あ
る
も
の

③�

で
き
れ
ば
住
ん
で
い
る
小
学
校
区
や
中
学
校
区

の
範
囲

④�

団
体
内
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
な
く
、
団
体
外
の

人
々
（
特
に
子
ど
も
な
ど
の
他
世
代
）
と
年
に

１
回
で
も
か
か
わ
り
を
持
て
る
も
の

　

血
縁
も
地
縁
も
弱
ま
る
個
人
化
社
会
に
お
い
て
、

こ
れ
か
ら
の
シ
ニ
ア
が
身
近
な
地
域
に
多
様
な
中

間
集
団
を
形
成
し
て
お
く
こ
と
は
、
将
来
世
代
の

貴
重
な
財
産
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。


